
医師の負担軽減および処遇改善に関する取り組み事項 

 

当院では医師の負担の軽減および処遇の改善を目的とする計画を策定し、これに基づき以下の取り組

みを実地しております。患者さま、ご家族の皆さまにもご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。  

 

 

１．医師の負担の軽減及び処遇の改善に資する体制 

（１）医師の負担の軽減及び処遇の改善に関する責任者      事務部長  吉永 卓史 

（２）医師の勤務状況の把握 

   ・勤務時間の具体的な把握方法 静紋認証システムによる出退勤管理  

   ・勤務時間以外の勤務状況の把握内容 年次有給休暇取得率 

   ・勤務時間  平均 週３７．４時間 

   ・当直回数  平均 月 ２．７回 

   ・その他  勤務体系の職員への周知 

（３）多職種からなる役割分担推進のための委員会 

   医師業務軽減委員会 開催頻度 年２回 参加人数 平均 ２７人／回 各部署責任者 

（４）医師の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画 

   計画の策定・職員に対する計画の周知（書面による回覧・院内掲示） 

（５）医師の負担の軽減及び処遇の改善に関する取組事項の公開  院内掲示 

 

２．医師の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画の具体的な取組内容 

（１）医師と医療関係職種、医療関係職種と事務職員等における役割分担 

   医師事務作業補助者・・・診断書やオーダリング代行入力等の事務作業 

   看護師・・・初診時の予診、静脈採血、静脈注射、入院の説明の実施 

   臨床検査技師・・・検査手順の説明の実施、心臓及び腹部超音波検査の実施 

   薬剤師・・・服薬指導の実施 

（２）勤務計画上、連続当直を行わない勤務体制の実施 

（３）当直翌日の業務内容に対する配慮 

（３）交替勤務制の実施 

（４）短時間正規雇用医師の実施 

 

 

以上 

 

令和６年４月１日改訂 


